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「おっ、かかった・・！」
深川川で鮎解禁



写真で見る

昭和62年度事業のいろいろ

開作地区多目的研修集会所

林 道 高 山 線仙崎小学 校屋内運 動場

江良 真砂ため池を補修 通鰤大敷組合代替用地 真木地区ほ場整備

ガードレール設置（河原地区）市道真弓の木線と護岸工事市道の舗装( 仙崎新屋敷区)

昭
和
6
2年
度

事
業
のあ

ら
ま
し

総
務
費

・
防
犯
灯
（
行
政
区
へ
3
3灯
）

・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
　（
3
3
6
m）

・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
（
4
か
所
）

・
市
勢
要
覧
作
製

・
統
計
書
作
製

民
生
費

・
給
食
、
寝
具
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
事

業
開
始

・
遊
び
場
整
備
事
業
（
中
山
区
・

鳥
越
2
区
）

農
林
水
産
業
費

・
農
村
基
盤
総
合
整
備
事
業
（
東

俵
山
地
区
の
区
画
整
理
、
農
道

整
備
）

・
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
（
小

原
地
区
の
暗
渠
排
水
、
七
重
地

区
・
安
田
地
区
・
上
政
地
区
・

木
津
地
区
・
真
木
地
区
・
渋
木

東
地
区
・
境
川
地
区
の
区
画
整

理
）

・
小
規
模
排
水
対
策
特
別
事
業

（
黒
川
地
区
）

・
た
め
池
等
整
備
事
業
（
土
対
・

真
砂
地
区
）

・
団
体
営
農
道
整
備
事
業
（
青
海

・
西
深
川
地
区
）

・
単
独
県
費
土
地
改
良
事
業
（
荒

槇
地
区
区
画
整
理
）



駅南交 通広場

マリンフェスティバルのコンテスト風景

大寧寺の公衆便所

広域消防署の消防自動車

青　海　大　橋

・
農
村
地
域
農
業
構
造
改
善
事
業

（
板
持
地
区
ほ
場
整
備
・
開
作

地
区
多
目
的
研
修
集
会
施
設
）

・
民
有
林
林
道
開
設
事
業
林
道
高

山
線
着
工
（
青
海
地
区
）

・
林
業
構
造
改
善
事
業
林
道
横
坂

線
、
北
小
原
安
田
2

号
線
着
工

（
中
小
根
区
、上
政
区
）、
林
道

浴
山
線
完
成
（
開
作
区
）

・
通
漁
港
海
岸
保
全
施
設
整
備
事

業
と
地
方
道
改
修
費
補
助
事
業

と
の
合
併
工
事
（
通
1
区
）

・
通
漁
港
修
築
事
業
（
段
の
浦
防

波
堤
）

・
湊
漁
港
改
修
事
業
（
湊
沖
防
波

堤
）

・
湊
漁
港
漁
村
環
境
整
備
事
業

（
舗
装
）

・
通
鰤
大
敷
組
合
代
替
用
地
造
成

事
業

商
工
費

・
大
寧
寺
公
衆
便
所
建
設
事
業

・
マ
リ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

補
助

・
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
開
催
補
助

土
木
費

・
土
対
橋
改
修
（
黒
川
区
）

・
市
道
舗
装
工
事
（
南
祇
園
原
線

他
）

・
道
路
改
良
工
事
（
鍋
山
線
＝
白

潟
3
区
）

・
地
方
道
改
修
費
補
助
事
業
（
真
弓

の
木
線
）
と
海
岸
保
全
施
設
整
備

事
業
と
の
合
併
工
事（
通
1
区
）

・
長
門
市
総
合
公
園
整
備
事
業

（
用
地
買
収
着
手
）

消
防
費

・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
購
入
（
下
郷

・
境
川
部
隊
）

教
育
費

・
仙
崎
小
学
校
屋
内
運
動
場
建
設

公
共
下
水
道
事
業

・
東
深
川
終
末
処
理
場
加
圧
浮
上

濃
縮
タ
ン
ク
電
気
設
備
工
事

・
下
水
道
管
埋
設
、
ポ
ン
プ
場
設

置
工
事

長
門
市
駅
南
土
地
区
画
整
理
事
業

・
道
路
築
造
、
道
路
舗
装
、
交
通

広
場
舗
装

長
門
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

・
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
・
伝
染
病

患
者
輸
送
用
自
動
車
購
入

県
事
業

・
県
道
豊
田
三
隅
線
道
路
改
良
一

部
完
成
（
真
木
区
）

・
河
川
改
修
工
事
転
倒
堰
設
置

（
深
川
川
板
持
1
区
）

・
仙
崎
停
車
場
小
浜
線
踏
切
除
却

工
事
完
成
（
白
潟
1
区
）

・
長
門
土
木
事
務
所
庁
舎
完
成

・
青
海
大
橋
事
故
破
損
修
復
完
了

昭和62年度事業の中で通真
弓の木線道路改良、仙崎小学

校屋内運動場建設、長門市総
合公園用地買収などの事業資
金の一部は、簡易保険、郵便
年金積立金から融資を受けて

います。

長
門
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
と

俵
山
湯
の
家
の
職
員
を
募
集

長
門
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

職
種
・
採
用
予
定
人
員

書
記
　
　
　
　
1

人

俵
山
湯
の
家

職
種
・
採
用
予
定
人
員

児
童
指
導
員
　
1
人

書
記
　
　
　
　
1

人

応
募
資
格

書
記
の
場
合
（
両
方
共
通
）

＊
大
学
（
短
大
を
除
く
）
を
卒
業

し
た
、
年
齢
3
0歳
未
満
の
男
性

＊
普
通
車
の
運
転
免
許
証
を
持
ち

市
内
に
居
住
し
て
い
る
人
。

児
童
指
導
員
の
場
合

＊
福
祉
大
学
又
は
、
大
学
福
祉
科

を
卒
業
し
た
男
性

＊
学
校
教
育
法
に
よ
る
教
諭
資
格

が
あ
る
人
。（
心
理
学
・
教
育
学

又
は
、
社
会
学
の
課
程
を
修
了

し
た
人
）

応
募
締
切
　
7
月
5
日
（
必
着
）

試
験
日
　
7
月
9
日
土

午
後
1
時
3
0分
か
ら

試
験
場
所
　
長
門
市
役
所
会
議
室

試
験
科
目
　
小
論
文
と
面
接

応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
自
筆
で
記
入

し
て
提
出
の
こ
と
。

応
募
先

東
深
川
正
明
市
4
区

長
門
市
役
所
内

長
門
市
社
会
福
祉
協
議
会

内
線
2
1
5

詳
細
問
合
せ
先

社
会
福
祉
協
議
会
に
つ
い
て
は

応
募
先
の
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。

湯
の
家
に
つ
い
て
は
、

俵
山
湯
町
区
　
俵
山
湯
の
家
へ
。

⑨
‐
0
8
3
1

家
庭
児
童
相
談
員
に
山
田
晴
子
さ
ん
が
就
任

中
原
啓
二
相
談
員
の
退
職
に

伴
い
、
5
月
1
日
か
ら
新
し
い

家
庭
児
童
相
談
員
と
し
て
山
田

晴
子
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

家
庭
児
童
相
談
員
は
、
児
童

や
妊
産
婦
の
福
祉
に
関
す
る
い

ろ
い
ろ
な
相
談
や
指
導
を
行
い

ま
す
。

毎
週
月
・
水
・
金
に
福
祉
事

務
所
で
相
談
を
受
け
ま
す
。



サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

7
月
ま
で
に
年
金
の
手
続
き

を
し
な
い
と
損
を
し
ま
す

●
第
3

号
被
保
険
者
の

届
出
を
！

昭
和
6
1年
4
月
1
日
か
ら
、
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
ご
主
人
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
奥
さ
ん
（
2
0歳

以
上
6
0歳
未
満
）は
、す
べ
て
国
民

年
金
の
第
3
号
被
保
険
者
と
し
て

加
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
届
出
が

必
要
に
な
り
ま
し
た
。

●
第
3

号
被
保
険
者
の

届
出
は

い
つ
ま
で
に
す
る
の
？

未
届
け
の
人
は
、
今
す
ぐ
届
出

を
し
ま
し
ょ
う
。

な
ぜ
な
ら
、
こ
の
届
出
は
原
則

と
し
て
2
年
以
上
さ
か
の
ぼ
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
昭
和
6
1

年
4
月
か
ら
第
3
号
被
保
険
者
に

該
当
し
て
い
る
の
に
、
届
出
を
し

な
い
で
放
置
し
て
い
る
人
の
場
合

に
は
、
昭
和
6
3年
7
月
ま
で
に
届

出
を
し
な
い
と
、
保
険
料
を
滞
納

し
て
い
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
期

間
が
発
生
し
て
し
ま
い
、
将
来
も

ら
え
る
年
金
が
減
額
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

●
第
3
号
被
保
険
者
の

保
険
料
は
？

第
3
号
被
保
険
者
と
し
て
の
届

出
が
す
ん
だ
奥
さ
ん
の
保
険
料
は

ご
主
人
の
加
入
す
る
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
が
、
制
度
全
体
で
ま
と

め
て
負
担
し
ま
す
の
で
、
自
分
で

納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ご
主
人
の
給
料
か
ら
引

か
れ
る
保
険
料
の
額
も
変
わ
り
ま

せ
ん
。

●
第
3

号
被
保
険
者
で

な
く
な
っ
た
と
き
は
？

第
3
号
被
保
険
者
届
を
一
度
出

さ
れ
た
方
で
も
、
ご
主
人
が
退
職

さ
れ
た
場
合
や
、
脱
サ
ラ
で
自
営

業
者
に
な
ら
れ
た
場
合
、
ま
た
、奥

さ
ん
白
身
が
就
職
し
た
場
合
な
ど

で
、
ご
主
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

状
態
で
な
く
な
っ
た
時
に
も
届
出

が
必
要
で
す
。

こ
の
届
出
を
忘
れ
ま
す
と
、
将

来
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
年
金
の
届
出
は
、
市
民
課
国
民

年
金
係
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

三
輪
清
史
さ
ん
が
厚
生
大
臣
表
彰

を
受
賞

三
輪
清
史
さ
ん
（
駅
前
区
）

は
5
月
1
9日
、
厚
生
大
臣
特
別

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
3
7年
間
に
及
び
民

生
児
童
委
員
と
し
て
住
民
福
祉

に
尽
く
さ
れ
た
功
績
に
よ
る
も

の
で
す
。

山口県電気機械器具製造業最低工賃
電気機械器具製造業に従事する家庭内労働
者に業務を委託する場合の、最低工賃です。
品　　　目 工　　　 程 規　　　 格 金　　　 額

固定抵抗 器

バ ンド端子の
取 付け

40ワット以ドのも
の

1 個につ き
1 円27銭

巻　線
30ワット以1ご40ワ
ット以ドのもの

1 個につ き
3 円79銭

組立て
50ワｘ卜以1ご200ワｘ卜以

ﾄﾞのもので､ かつ、ベーク

ライトを2個組み込むもの

1 個につ き
3 円64銭

ＩＣ 用セラ
ミックパッ
ケージ

サーデ イップ
キ ヤップの ケ
ー ス詰め

28L のもの
1 個につ き

10銭

抵抗 器又は
コ ンデンサ
ー

リード線の整形
(整形台を用いて
行うものに限る｡)

抵抗器については、
4分の1ワット又は6
分の1ワットのもの

1 個につ き
20銭

電 解コンデ
ンサー

小型 アルミ電
解コンデンサー
のリ ード 詰め

ア･レミ容器の高さが29. 0

ミリメートルで､ かつ、外

径が30. 0ミリメート･ﾚの1β

10､000 本につ
き

88円30銭

自 動車用ワ
イヤーハー
ネス

カプ ラ差 し
長さが500. 0ミリメート ル以下の電線
について行うもの

1 本 につ き
21銭

効力発生の日　昭和63年6 月25日

婦
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
の
受
講
者
募
集

こ
の
講
座
は
、
婦
人
問
題
を
は

じ
め
と
す
る
家
庭
や
地
域
の
生
活

問
題
に
つ
い
て
総
合
的
に
学
習
す

る
も
の
で
す
。

修
了
者
に
は
、
県
知
事
の
修
了

証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

期
　
間
　
7
月
2
0日
か
ら
1
2月
7

日
ま
で
に
1
0回
開
講

応
募
資
格
　
2
0歳
以
上
の
婦
人
で

全
講
座
に
出
席
で
き
る
人

会
　
場
　
美
祢
市
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
（
美
祢
市
大
嶺
町
）

締
切
り
　
7
月
9
日
（
土
）
ま
で

料
　
金
　
無
　
料

申
込
み
先
・：

企
画
課
（
内
線
3
1
1
）
へ

参加
しませんか くらしを考える一日教室

こ
の
教
室
は
、
消
費

者
を
対
象
に
身
の
回
り

の
商
品
に
つ
い
て
の
知

識
や
、
最
近
の
消
費
者

問
題
等
を
テ
ー
マ
に
学

習
す
る
も
の
で
す
。

学
習
を
通
し
て
、
よ

り
快
適
な
く
ら
し
を
送

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

が
、
毎
月
1
回
テ
ー
マ

を
決
め
て
、
1
日
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

今
年
度
の
予
定
は
、

別
表
の
と
お
り
で
す
。

参
加
は
、
1
人
で
も
グ

ル
ー
プ
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。

希
望
者
は
商
工
観
光

課
商
工
係
ま
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
別
表
の
と
お
り

午
前
1
0時
か
ら
正
午
ま
で

会
　
場
　
山
口
市
葵
2
丁
目

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

受
講
料
　
無
　
料

そ
の
他
　
山
口
市
ま
で
の
車
は
準

備
し
ま
す
。
た
だ
し
、
参
加
者

が
1
1人
未
満
の
場
合
は
、
送
迎

を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
問
合
せ
先

商
工
係
内
線
4
2
1
4
2
2

山
口
県

子
ど
も
会
の
翼

参
加
者
募
集

山
口
県
が
友
好
協
定
を
結
ん
で

い
る
山
東
省
の
省
都
・
済
南
市
を

訪
問
し
、
子
ど
も
た
ち
の
相
互
交

流
に
よ
っ
て
国
際
交
流
の
意
義
を

深
め
、
さ
ら
に
日
中
友
好
、
連
帯

の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が
目
的
。

期
　
間
　
8
月
2
1日
～
2
6日

対
　
象
　
小
学
校
5
年
生
以
上

費
　
用

1
2歳
未
満
　
1
8万
5
千
円

1
2歳
以
上
　
2
2万
5
千
円

申
込
み
期
限
　
6
月
2
0日

申
込
み
先
、
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

（
内
線
2
0
6
）

昭和63年度「くらしを考える一日教室」予定表

7 月20 日(水)
ノド を潤 すこ の一 杯
～ビール、ジュースet c.～ ㈱毎 日ＥＶＲシステ ム

8 月24 日(水)
身 近 な法 律 知 識
～相続･ 贈 与･ 遺言～

山口 県弁護士会

9 月21 日(水)
こんな場合あなたならどうする？
～応急処置と家庭常備薬～

日本赤 十字 社山口 病
院 院 長 吉富　正一

10月19 日(水)
小 麦 粉 の知 識
～種類･ 性 質･ 調理法～

㈱毎日ＥＶＲシステム

11月16 日(水)
お かあ さんは 掃 除 好 き？
～上手な住まいの手入れ法~

ラ イオン家庭 科学研
究所

12月21 日(水)
余暇 と 生活 設 計 ～個性的
なライフスタイルを求めて～

( 財) 生命保険文化セン
ター



日
頃
の
成
果
を
発
表

5
月
4
日
、
漁
協
大
ホ
ー
ル
で

仙
崎
芸
能
発
表
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
出
演
の
1
3グ
ル
ー
プ
1
3
0人

は
、
謡
曲
・
民
謡
・
創
作
舞
踊
な

ど
多
彩
な
芸
を
く
り
ひ
ろ
げ
約
7
0
0

人
の
観
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

青
海
島
観
音
岩
の

し
め
な
わ
か
け

6
月
1
日
、
青
海
島
海
上
ア
ル

プ
ス
の
一
つ
、
観
音
岩
の
し
め
な

わ
か
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
"
青
海
島
岩
か
け
め
ぐ

り
"
 
と
銘
う
っ
て
、
観
光
関
係
者

に
よ
り
お
と
と
し
か
ら
始
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

消
防
署
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
部
隊
員

3
名
も
休
み
を
返
上
し
て
応
援
。

関
係
者
2
0数
名
の
手
に
よ
っ
て

通
保
育
園
に

周
防
さ
る
ま
わ
し

5
月
2
8日
、
通
保
育
園
に
周
防

猿
ま
わ
し
猿
舞
座
の
柿
原
さ
ん
が
、

子
猿
の
安
登
夢
く
ん
を
つ
れ
て
や

っ
て
き
ま
し
た
。
小
学
校
の
講
堂

で
安
登
夢
く
ん
は
い
ろ
い
ろ
な
芸

を
披
露
し
ま
し
た
が
、
園
児
た
ち

の
多
く
は
、
猿
ま
わ
し
は
初
め
て

と
あ
っ
て
大
喜
び
で
見
て
い
ま
し

た
。

となりの子ども

そ
ら
ま
め
む
き
む
き

き
い
て
い
り
ゃ
、

と
な
り
の
子
ど
も
が

し
か
ら
れ
る
。

の
ぞ
い
て
み
よ
う
か
、

悪
か
ろ
か
、

そ
ら
ま
め
に
ぎ
っ
て

出
て
み
た
が
、

そ
ら
ま
め
に
ぎ
っ
て

ま
た
も
ど
る
。

ど
ん
な
お
い
た
を

し
た
ん
だ
ろ
、

と
な
り
の
子
ど
も
は

し
か
ら
れ
る
。

「
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局

み
す
ゞ
全
集
か
ら
」

宮
　
本
　
靖
　
子
ち
ゃ
ん

（
2
歳
7
か
月
）

（
七
　
重
　
区
）

一
つ
違
い
の
お
姉
ち
ゃ
ん
と
、

ま
ま
ご
と
遊
び
を
す
る
の
が
大
好

き
で
す
。
元
気
で
や
さ
し
い
子
に

な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
母
　
裕
子
さ
ん
）

山
口
県
職
員
採
用

上
級
試
験

大
学
卒
業
程
度

受
付
期
限
　
6
月
2
5
日
土
ま
で

職
種
・
採
用
予
定
人
員

行
政
3
5・
社
会
福
祉
2
・
土
木

8
・
建
築
1
・
農
業
1
0・
農
業

土
木
3
・
林
業
5
・
衛
生
獣
医

3
・
農
業
獣
医
2
・
機
械
1
・

電
気
2
・
衛
生
監
視
2
程
度

受
験
資
格

S
3
4・
4
・
2
か
ら
S
4
2・
4
・

1
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

一
部
の
職
種
に
つ
い
て
は
、
免

許
等
の
資
格
が
必
要
で
す
。

第
一
次
試
験

7
月
1
7
日
日
山
口
大
学
教
養
部

及
び
教
育
学
部

受
験
手
続
、
詳
細
問
合
せ
先

〒
7
5
3
　
山
口
市
滝
町
1
～
1

山
口
県
人
事
委
員
会
へ
返
信
用

封
筒
に
宛
先
を
明
記
し
、
7
0円

切
手
を
貼
っ
て
申
込
み
く
だ
さ

い
。

警
察
官
採
用

共
同
試
験

受
付
期
限
　
7
月
1
1
日
月
ま
で

採
用
予
定
人
員

山
日
県
3
0・
警
視
庁
、
神
奈
川

県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫

県
で
1
2程
度
。

受
験
資
格

S
3
6・
4
・
2
か
ら
S
4
2・
4
・

1
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
で
大

学
卒
業
ま
た
は
、
6
4年
3
月
卒

業
見
込
み
の
人
。

第
一
次
試
験

7
月
3
1
日
日

県
警
察
学
校
、
徳
山
・
下
関
警

察
署

受
験
手
続
等
、
詳
細
問
合
せ
先

長
門
警
察
署
、
各
派
出
所

調
理
師
試
験

試
験
日
時
　
8
月
2
5
日
木

1
3時
～
1
6時

試
験
場
所
　
山
口
高
等
学
校

受
付
期
限
　
7
月
9
日
土
ま
で

受
験
資
格

高
等
学
校
入
学
資
格
の
あ
る
人

で
、
多
数
の
人
に
対
し
て
飲
食
物

を
調
理
し
提
供
す
る
施
設
、
ま
た

は
飲
食
店
、
喫
茶
店
、
魚
介
類
販

売
、
そ
う
ざ
い
製
造
業
で
2
年
以

上
調
理
業
務
に
従
事
し
た
人
。

詳
細
問
合
せ
と
願
書
提
出
先

長
門
保
健
所

②
‐
2
8
1
1

特
殊
無
線
技
(
甲
)

レ
ー
ダ
ー
の
講
習
会

期
　
間
　
7
月
4
日
～
7
月
1
1
日

会
　

場
　
仙
崎
漁
協
　
3

階

料
　

金
　
漁
協
組
合
員
4
万
円
、

一
　
般
　
　
5

万
円

申
込
期
限
　
6

月
2
5
日
出
ま
で

詳
細
問
合
せ
と
申
込
み
先

仙
崎
漁
業
無
線
局

⑥
‐
0
5
2
4

職
業
能
力
開
発

訓
練
生
の
募
集

対
象
者

離
職
者
、
転
職
者
で
新
た
な
職

業
に
就
こ
う
と
す
る
人
。

特
別
コ
ー
ス
は
、
地
域
雇
用
開

発
等
促
進
法
に
も
と
づ
く
対
象

離
職
者
。

科
目
・
定
員

電
気
工
事
科
（
特
別
コ
ー
ス
）

2
0人

住
宅
サ
ー
ビ
ス
科
　
　
4
0人

住
宅
設
備
科
　
　
　
　
3
0人

募
集
期
限
　
7
月
2
3日
ま
で

受
講
期
間
　
8
月
1
8日
か
ら
1
年

受
講
料
　
無
　
料

※
詳
細
は
、
公
共
職
業
安
定
所
長

門
分
室
　
　
②
‐
1
5
4
0
へ
。



保
健
婦
に
よ
る

シ
リ
ー
ズ
健
診
ミ
ニ
知
識

肝
機
能
検
査
の
す
す
め
第2回

度
胸
や
勇
気
が
あ
る
人
の
例
え

と
し
て
、「
肝
が
太
い
」「
肝
っ
玉
か

あ
さ
ん
」な
ど
と
よ
く
い
い
ま
す
が
、

肝
（
き
も
）つ
ま
り
肝
臓
は
言
葉
ど

お
り
の
底
力
が
強
い
臓
器
で
す
。

肝
臓
は
、
食
べ
物
を
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
換
え
た
り
、
体
内
に
入
っ
た

毒
物
を
解
毒
す
る
重
要
な
働
き
を

し
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
複
雑
な
仕

事
を
し
て
い
る
の
が
数
百
種
類
も

の
酵
素
で
す
。

こ
の
酵
素
の
一
つ
に
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・

Ｇ
Ｐ
Ｔ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
両
者
と
も
肝
細
胞
の
中
に

あ
り
ま
す
が
、
肝
臓
に
炎
症
な
ど

の
障
害
が
あ
る
と
血
液
中
に
大
量

に
出
て
き
ま
す
。

Ｇ
Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ
Ｔ
と
も
5
0単
位

以
上
の
場
合
は
要
注
意
。
特
に
1
0
0

単
位
以
上
に
な
れ
ば
急
性
肝
炎
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
肝
臓
病
が
疑
わ
れ

ま
す
。

加
え
て
Ｇ
Ｏ
Ｔ
は
、
肝
臓
以
外

に
心
臓
の
筋
肉
、
骨
格
筋
に
も
含

ま
れ
ま
す
か
ら
心
筋
梗
塞
な
ど
の

心
臓
病
の
発
見
に
も
役
立
つ
わ
け

で
す
。

「
酒
の
飲
み
す
ぎ
は
肝
臓
に
悪

い
」
と
い
う
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
肝
臓
は

痛
み
を
起
こ
す
神
経
が
な
い
た
め

異
常
が
あ
っ
て
も
自
覚
症
状
が
な

く
、
つ
い
無
理
を
し
て
し
ま
い
が

ち
で
す
。

こ
の
”
心
耐
強
い
臓
器
”
の
異

常
を
早
く
発
見
す
る
た
め
に
も
、

少
量
の
血
液
で
肝
臓
の
状
態
が
わ

か
る
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
検
査
を

お
勧
め
し
ま
す
。

※
Ｇ
Ｏ
Ｔ
（
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
オ
キ

ザ
ロ
酢
酸
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
ー

ゼ
）
正
常
値
－
4
0
単
位
以
下

※
Ｇ
Ｐ
Ｔ
（
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ピ
ル

ビ
ン
酸
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
ー
ゼ
）

正
常
値
ー
3
0
単
位
以
下

作
品
募
集

Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
ゆ
う
気
分
の

お
さ
か
な
料
理
コ
ン

ク
ー
ル
山
口
県
大
会

応

募
資
格

ア

マ
チ

ュ
ア
の
人
で
未
発
表

の

作

品

応

募
方

法

ハ
ガ
キ
に
メ
ニ
ュ
ー
名
、
材
料
、

作
り
方

、
コ

ツ
な

ど
明

記
。

締
　

切
　
6

月
3
0
日

（
消

印
有
効

）

※
問

い
合

せ
先

〒
7
5
0
下
関
市
伊
崎
町
1
‐
4
-
2
4

山
口
県
漁
連
内
　

山
口
県

魚

食
普
及
推
進
協

議
会

0
8
3
2
-
3
1
-
2
2
1
1

「
森
と
湖
」

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

テ

ー
マ

・
応
募
制

限

「
森
」
と
「
ダ
ム
」
又
は
「
ダ

ム
湖
」

の
あ

る
風
景

で
、
単
写
真

で
カ

ラ
ー
の
サ

ー
ビ
ス
判
を

一
人
3

枚

ま
で
応
募
可

。（
ネ

ガ
同
封

）

応

募
期
限

6
月
3
0
日

（
消

印
有
効

）

※
問

い
合

せ
先

〒
1
0
2
東
京
都
千
代
田
区
麹
町

2
-
1
4
‐
2

（
財
)
ダ
ム
水
源
地
環
境
整
備
セ
ン

タ
ー
内

「
森
と
湖

に
親
し
む
旬

欄
」

中
央
行

事
実
行
委

員
会

写

真
コ

ン
ク
ー
ル
募
集
係

0
3
-
2
6
3
-
9
9
2
1

お
し
ら
せ

交
通
事
故
出
張
相
談

相
談
日
　
毎
週
水
曜
日

1
0時
～
1
5時

場
　
所
　
長
門
市
役
所

内
　
容
　
交
通
事
故
を
め
ぐ
る
損

害
賠
償
問
題
他

※
急
ぐ
人
は
直
接
萩
ブ
ロ
ッ
ク
交

通
事
故
等
相
談
所
へ

0
8
3
8
2
‐
⑥
1
0
1
1
0

税
務
署
か
ら
の

お
し

ら
せ

7
月
1
1日
は
納
期
特
例
の
適
用

を
受
け
て
い
る
人
の
源
泉
所
得
税

の
納
期
限
で
す
。

ながと歴史散歩

第13回

三
上
山
の
神
仏
た
ち

三
宝
荒
神
と
役
行
者

東
深
川
田
屋
と
仙
崎
と

の
間
に
横
た
わ
る
三
上
山

（
さ
ん
じ
ょ
う
や
ま
）は
、

七
尾
七
浴
（
な
な
お
な
な

え
き
）
と
も
い
わ
れ
、
地

形
の
複
雑
な
山
で
あ
る
。

山
の
歴
史
は
古
い
。
か

つ
て
こ
こ
か
ら
、
弥
生
時

代
の
石
の
斧（
お
の
）や
古
墳
時

代
の
石
棺
が
み
つ
か
っ
た
。

山
の
北
西
の
端
に
三
宝
荒
神

の
社
が
あ
る
。
こ
の
荒
神
は
、

仏
・
法
・
僧
の
三
宝
を
ま
も
る
。

か
ま
ど
神
と
も
い
わ
れ
る
が
、

こ
こ
で
は
、
氏
子
や
家
畜
の
安

全
、
豊
作
へ
の
願
い
も
こ
め
た

も
の
。
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）

再
興
の
記
録
が
あ
る
。

社
殿
に
、
合
わ
せ
て
ま
つ
ら

れ
る
山
上
社
は
、
役
行
者
（
え

ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ
）

の
木
像
が
本
尊
。

前
鬼
、
後
鬼
を
従

え
て
い
る
。

役
行
者
は
七
世

紀
後
半
、
大
和
国

葛
城（
か
つ
ら
ぎ
）

山
で
修
行
、
山
岳

宗
教
で
あ
る
修
験

道
（
し
ゅ
げ
ん
ど

う
）
を
開
い
た
。

山
上
社
所
蔵
の
巻
物
に
は
、

役
行
者
が
、
雲
に
乗
っ
て
空
を

走
る
奇
跡
、
な
ど
が
記
さ
れ
て

い
る
。
地
元
で
も
、
青
海
の
高

山
か
ら
三
上
山
へ
、
大
男
が
飛

ん
で
き
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
、

山
す
そ
に
今
も
、
大
人
（
お
お

ひ
と
）
の
地
名
が
残
る
。

山
上
社
は
、
享
保
十
年
(
一

七
二
五
）
の
再
興
。
古
く
は
、

山
の
東
側
、
高
山
と
呼
ば
れ
る

と
こ
ろ（
現
在
、
市
の
配
水
地
）

に
あ
っ
た
と
い
う
。

役
行
者
の
信
仰
は
、
か
つ
て

こ
の
山
が
、
修
験
の
道
場
で
あ

っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

今
の
社
殿
は
、
昭
和
十
六
年

の
再
建
。
田
屋
の
人
び
と
の
信

仰
も
あ
っ
い
。
　
　
　
　（
佳
）役 行 者 の 木 像

（
投
稿
）・
長
門
市
郷
土
文
化
研
究
会

表
紙
の
説
明

6
月
1
日
は
鮎
の
解
禁
日
。

深
川
川
で
は
、
こ
の
日
を
待
ち

か
ね
て
い
た
、
た
く
さ
ん
の
大
公

望
た
ち
が
、
早
朝
か
ら
小
雨
の
中
、

釣
り
糸
を
垂
れ
て
い
ま
し
た
。

観
月
橋
の
下
流
で
は
、
段
針
で

鮎
掛
け
を
し
て
い
ま
し
た
。
形
は

小
さ
め
で
し
た
が
、
数
は
多
く
、

見
る
見
る
魚
篭
（
び
く
）
一
杯
に
な

り
ま
し
た
。

深
川
河
川
組
合
は
、
こ
と
し
鮎

の
稚
魚
6
万
5
平
尾
を
放
流
し
た

の
で
当
分
、
鮎
つ
り
を
た
の
し
め

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

市の人口( 6 月1 日現在)

面　積　152. 29km
人　口　27, 272 人（＋50）

男　12, 800 人( +27)

女　　14, 472 人( +23)

世帯数　8, 622 世帯( +22)

（　）は前月比

今月の納税

市民税 第1 期

納期6 月30 日
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